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2. Fe-Ni合金の高圧下における磁化測定

浅 野 雅 己

イ ンバ ー合金 は通 常 の 強 硬 性 の金 属 と比 較 して大 き な正 の 強 制 休 耕 屯 盃 を示

し､ キ ム ])-温 度 及 び飽 和 芯 化 の負 の圧 力依 存性 を持 つ こ とが その 特 赦 と して

知 られ て い る. 従 来 か ら この 合 金 につ いて多 くの実 敦 や理 漁 的研 究 が な され て

き たが､ 苛 化 の圧 力効 果 の直 接 的 な掃 密 測定 は は とん .ど行 な われ て い ない状 怨

に あ る｡

本 研究 で は 4.2Kか ら 300Ⅰくまで の 温度 範囲 で 硬 化 の 圧 力効 果 を測 定 す る

た め に拭 料 引 き､抜 き型 磁 力 計 を 製 作 した｡ 直 径 4.5m の 球 状 に成 型 した Fe-

33.6Ni合 金 を Cu-Be事望ク ラン プ式 ピス トン シ リ ン ダ ー装 置 を用 い て室

温 で lGPaの圧 力 をか け最 大 5Tまで の磁 場 中 に お い て 磁 化 曲線 を測 定 した｡

その結 果､ 加 圧 に よ り 4.2Kで の較化 は大 き く減 少 し､ 磁 化 の圧 力係 数

M~ldM/ dPは 7.4× 10~6GPa ~lとな った｡ この 値 は 77Kに温度 を上

げ た と きも変化 しなか っ た｡ ま たKouvel&Wilsonらが 室 温 で 圧 力容 器 内 に一 次､

二 次 の両 コイル を置 いて 測 定 し た Fe-32.8N i,Fe-35.9Niの値

よ りも 1ケ タ小 さか った が Feや Niな ど通 常 の強 屯 性 の 金 属 と比 較 す る と数

倍 の大 き さで あ った｡

上 記 以 外 に下 肥 の研 究 を行 な ったの で簡 単 に記 す｡

･Fe-30N i合 金 の 高 圧 下 で の電 気 抵 抗 淵 定 お よ び X嬢 回折

オー ス テ ナ イ ト相 (fcc)の電気 抵 抗 は圧 力 に た い し単 調 に減 少 したが マ

ル テ ンサ イ ト相 (bce)の 抵 抗 は 8GPaで急 激 に 増 加 したが 10GPa付

近 に 山 を持 った｡ X線 回 折 の 結 果 は bcc相 は 8GP a付 近 で fcc構 造 に相

転 移 す る こ とを示 した｡ この こ とか ら一 気 圧 で は 350●C付 近 に あ った オー ス

テ ナ イ ト変 態点 が 8GP aで 室 温 まで 降下 しこ とが わ か っ た｡

･Ndl.86Ce8.I6CuOトYの Tcの圧 力効 果

電 子 を キ ナ T)ア ー とす る酸 化 物 超伝 導体 Ndl.8SCeB.1SCuO トYの Tcを

電 気 妃 抗 にて測 定 した｡ オ ンセ ッ トの 温度 は ほ とん ど変 化 が なか っ た が､ 抵 抗

が 運 移 前 の 10%に な る温 度 は lGP aで 2K以 上 の 上 昇 を 示 した｡

･ス ビ永ル相M o化 合 物 G aB.SM o2S一の電 気 抵 抗 の圧 力 効 果

G a匂.SM o2SlはM oク ラス ター化 合 物 の中 で唯 一 強 硬 性 秩 序 を生 じ る半 群 体

で あ る｡ 高 圧下 で の電 気 抵 抗 の 温 度変 化 か らエ ネル ギ ー ギ サブの圧 力変 化 を粥

べ た と こ ろ 40GPa付 近 で 金 属 化 した｡ 他 のM oク ラス ター化 合 物 で金属 的

な 電 気 伝 埠 性 を を示 す も の は超 伝 導 を示 す が､ この物 質 の 金 属 相 は 2Kまで の

温 度 範 囲 で は超 伝 埠 に は な らな か った｡
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